
1 

 

第２ 期館 山市 まち ・ひ と・ しご と創 生総 合戦 略及 び後 期基 本計 画  

策 定 支援 業務 委託 仕様 書  

 

１  委託 業務 の名 称  

第２ 期館 山市 まち ・ひ と・ しご と創 生総 合戦 略及 び後 期基 本計 画  

策定 支援 業 務 委 託  

 

２  業務 の目 的  

  館山 市（以 下、「本 市 」と いう 。）は、現 行の 第１ 期 館山 市ま ち・ひ

と・し ごと 創生 総 合戦 略（以 下 、「第 １期 総合 戦略」と いう 。）が令 和

元年 度に 、第 ４次 館山 市総 合計 画の 前期 基本 計画 が令 和２ 年度 に、そ

れぞ れ計 画期 間が 終了 する こと に伴 い、新た な計 画と して 、第 ２期 館

山 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略 （ 以 下 、「 第 ２ 期 総 合 戦 略 」 と

いう 。） 及び 第４ 次 館山 市総 合計 画の 後期 基本 計画 を策 定す る。  

両計 画の 策定 に当 たっ ては 、社会 情 勢の 変化 や少 子高 齢化・人 口 減

少の 進展 、地 域間 競争 の激 化、さら には 、本 市の 抱え る課 題や 厳し い

財政 状況 を踏 まえ なが ら、広 範に わた る基 礎デ ータ の収 集解 析や 市民

意 識 の 把 握 等 、 客 観 的 か つ 専 門 的 な 情 報 分 析 を 行 う 必 要 が あ る た め 、

豊 富 な 経 験 と 高 い 専 門 知 識 を 有 す る 事 業 者 に こ の 支 援 業 務 を 委 託 す

るも ので ある 。  

 

３  履行 場所  

  館山 市  

 

４  履行 期限  

  契約 締結 の日 から 令和 ３年 ３月 ２６ 日（ 金） まで  

 

５  業務 の実 施  

（１ ）本 業務 は、 本仕 様書 に基 づい て実 施す るこ と。  

（２）受託 者は 、業務 の実 施に 当た り 、関 係法 令及 び 条例 を 遵 守す るこ  

と。  
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（３）受託 者は 、業務 の実 施に 当た り 、本 市と 適宜、入念 な打 合せ を行

い、その 意図 や目 的 を十 分に 理解 した 上で 適切 な人 員配 置の もと

で進 める こと 。  

（４）受託 者は 、業務 の実 施に 当た り 、全 国レ ベル の 最新 の情 報や 事例

を広 く収 集し 、 実 効性 の高 い具 体的 施策 を提 案す るこ と。  

（５）受託 者は 、業務 の 遂 行ス ケジ ュー ルを 提出 する とと もに、進捗 状  

況等 につ いて 、 本 市に 対し て定 期的 に報 告す るこ と。  

（ ６ ） 受 託 者 は 、 本 委 託 業 務 の 全 部 を 第 三 者 に 再 委 託 し て は な ら な い 。 

（７）受託 者は 、本業 務の 一部 を第 三者 に再 委託 する とき は 、あ らか じ

め本 市に 書面 によ り報 告し 、本 市の 承認 を得 るこ と。  

（８）本業 務に 関 する 打ち 合わ せは 、随時 、原 則館 山 市庁 舎に て行 うこ  

と。  

（９ ）本 仕様 書 に定 めの ない 事項 や本 業務 の実 施に 当た り 疑 義が 生じ た

場合 は 、 速や かに 本市 と協 議を 行い 、指 示を 仰ぐ こと 。  

 

６  策定 期間 （策 定ス ケジ ュー ル）  

  第２ 期総 合戦 略 に つい て は 令和 元年 度の １か 年と し、後期 基本 計 画

につ いて は令 和元 年度 から 令和 ２年 度ま での ２か 年と する 。  

ただ し、両 計画 の 整 合 性等 を図 る観 点か ら、後 期基 本 計画 の策 定内

容に より、令和 ２年 度に おい て 第 ２期 総合 戦略 の 一 部見 直し を行 う場

合も あり 得る も の とす る。  

 

７  計画 の構 成と 期間  

第２ 期総 合戦 略及 び第 ４次 館山 市 総 合計 画の 概要 は、以 下の とお り

とす る。  

（１ ） 第 ２期 総合 戦略  

・「 まち ・ひ と・ し ごと 創生 法」 に基 づき 策定 し、 館山 市人 口ビ ジョ  

ン（以 下 、「人 口ビ ジョ ン」と いう 。）の内 容 を 踏ま え、館山 市に お  

ける 人口 減少 問題 の克 服、地方 創生 施 策を 進め る上 での 基本 目標 や  

目指 す方 向性 （政 策分 野）、具 体的 な 施策 を定 め る もの 。  

 ・ 計画 期間 ：６ 年間 （ 令 和２ 年度 ～令 和７ 年度 ）  
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（２ ）第 ４次 館山 市総 合計 画  

①基 本構 想  

 ・館山 市の 行 政 活動 の基 本的 な方 針を 定め 、館 山 市 の目 指す 将来 像  

及び 政策 の大 綱を 示す もの 。  

・基 本構 想の 期 間 ：１ ０年 間（ 平成 ２８ 年度 ～令 和７ 年度 ）  

 ② 基本 計画  

・基本 構想 に定 め た将 来像 の実 現に 向け て 、具 体的 な 施策・事業 を  

体系 化し た 、 総合 的か つ計 画的 な市 政運 営を 示す もの 。  

・前 期基 本計 画の 期 間 ：５ 年間 （平 成２ ８年 度～ 令和 ２年 度）  

・後 期基 本計 画の 期間 ：５ 年間 （令 和３ 年度 ～令 和７ 年度 ）  

 

８  業務 内容  

第２ 期総 合戦 略（ 人口 ビジ ョン の改 訂を 含む ）及 び後 期基 本計 画の

策定 のた め 、 以下 の業 務を 行う もの とす る。  

 

【令 和元 年度 】  

（１ ）人 口ビ ジョ ン （ 改 訂 版） の策 定 支 援に 関す るこ と  

 ① 人口 の現 状分 析と 将来 推計  

ア  総人 口の 推移  

イ  各人 口の 推移 （ 年 齢３ 区分 別 、 ５歳 階級 別、 １０ 地区 別）  

ウ  出生 ・死 亡数 、 転 入・ 転出 の推 移  

エ  自然 増減 と社 会増 減の 影響 分析  

②人 口移 動分 析  

ア  性別 ・年 齢階 級別 人口 移動 の状 況  

イ  人口 移動 の最 近の 状況  

ウ  転入 者・ 転出 者の 状況  

エ  通勤 ・通 学者 の状 況  

オ  安房 地域 外 へ の 進 学 （ 通学 ）を 選択 する 中高 生の 原因 分析  

③出 生に 関す る分 析  

ア  合計 特殊 出生 率の 推移  

イ  出生 数に 対す る母 親の 年齢 階層 比率 の推 移  
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ウ  結婚 ・出 産・ 子育 て世 代の 人口 推移  

④雇 用や 就労 等に 関す る分 析  

ア  産業 別就 業者 数と 特化 係数  

イ  求人 状況  

ウ  職業 別・ 産業 別求 人状 況  

⑤人 口減 少問 題に 取り 組む 基本 的視 点  

ア  現行 の人 口ビ ジョ ンに おけ る基 本的 視点 に関 する 考察  

イ  新た な視 点の 検討 （関 係人 口の 創出 、外 国人 材の 活用 等）  

⑥人 口の 将来 展望  

ア  目指 すべ き将 来の 方向  

イ  人口 の将 来展 望  

 

（２ ）第 ２期 総合 戦略 の策 定支 援に 関す るこ と  

 ① 第１ 期 総 合戦 略の 総括 （評 価・ 検証 ）  

 ② 地域 経済 分析 シス テム（Ｒ ＥＳ ＡＳ ）や 未来 カル テ 等 の活 用に よる  

地域 課題 等の 分析  

 ③ 総合 戦略 素案 及び 原案 の作 成支 援  

  ・基 本方 針、 基本 目標 、数 値目 標、 ＫＰ Ｉ、 施策 等の 提案  

  ・ 国 が 推 進 す る Ｓ Ｄ Ｇ ｓ （ 持 続 可 能 な 開 発 目 標 ） と の 関 連 付 け や 、 

Ｓｏ ｃｉ ｅｔ ｙ５ .０等 の新 しい 視点 を踏 まえ た構 成設 定及 び施  

策等 の提 案  

※第 １期 総合 戦略 をベ ース とし、国 のま ち・ひ と・し ごと 創生 基本  

   方 針や 第２ 期ま ち・ひと・しご と創 生総 合戦 略の 内容 を勘 案す る。 

※① 及び ②の 結果 に加 え、時代 潮流 や 市民 ニー ズ等 を踏 まえ る も の  

とす る 。  

④総 合戦 略原 案に 対す る パ ブリ ック コメ ント の実 施支 援  

 

（３ ）後 期基 本計 画の 策定 支援 に関 する こと  

 ① 基礎 調査 の実 施・ 分析  

  ア  社会 経済 動向 等の デー タ収 集・ 整理 及び 分析  

   ・ 社会 情 勢 の変 化や 時代 潮流 の動 向等 のデ ータ 収集 ・整 理  
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   ・ それ らと 本市 との 関係 及び 影響 の整 理・ 分析  

イ  市の 現況 調査 ・整 理及 び特 性の 分析  

   ・人 口 、産 業 、土 地利 用状 況 等 、こ れま での 経 過を 含め た 、本 市  

の現 況調 査・ 整理 及び 特性 の分 析  

   ・ 他 市 や 類 似 団 体 と の 比 較 ・ 分 析 に よ る 本 市 の 強 み ・ 弱 み の 整   

理、 及び 特性 の分 析  

  ウ  関連 計画 等の 整理 及び 影響 の分 析  

   ・本 市の 各 分野 にお ける 関連 計画 、国・県が 策 定し てい る計 画や  

プラ ン等 の整 理及 び本 市へ の影 響の 分析  

  エ  地域 経済 分析 シス テム（Ｒ ＥＳ ＡＳ ）や 未来 カル テ等 の活 用に  

よる 地域 課題 等の 分析 、時 代潮 流 や市 民ニ ーズ 等を 踏ま え た 施  

策・ 事業 の提 案  

 ② 前期 基本 計画 の 総 括（ 評価 ・検 証）  

ア  前期 基本 計画 の総 括の 方法 や進 め方 の提 案 、 及び 課題 の分 析  

 ③ 市民 意識 調査 の実 施・ 分析  

ア  ま ち づ く り の 施 策 に つ い て 、 広 く 市 民 の 意 見 や 要 望 を 把 握 し 、 

その 結果 を後 期基 本計 画策 定の 基礎 資料 とす るた めの 市民 意  

識調 査の 実施 及び 分析  

イ  アン ケー ト調 査票 の設 問設 計 、実施・分 析に つい ての 考え 方や  

手法 の提 案  

ウ  アン ケー ト調 査票 の作 成 、 印刷 、発 送、 回収 、督 促  

  エ  発送 用封 筒（角 ２サ イズ）及び 返信 用封 筒（ 長３ サイ ズ）の 用  

    意及 び印 刷  

  オ  アン ケー ト調 査票 及び 返信 用封 筒の 封入 作業  

  カ  アン ケー ト調 査票 の集 計・ 分析 ・報 告書 の作 成  

  ※調 査対 象者 は３ ，０ ００ 人 以 上 （ 市内 在住 の満 １６ 歳以 上） と  

する 。  

  ※調 査対 象者 のデ ータ 抽出 は市 が実 施す る。  

  ※ ア ン ケ ー ト 調 査 票 及 び 発 送 用 封 筒 及 び 返 信 用 封 筒 の 印 刷 、 発 送 、 

回収 、 督 促に かか る通 信運 搬費 は 、 受託 者が 負担 する 。  

 ※ 宛名 ラベ ルは 市が 用意 する 。  



6 

 

 ④ 後期 基本 計画 素案 の作 成支 援  

  ア  政策 ・施 策体 系の 構築 、重 点プ ラン 、成 果指 標 の 設定 支援  

  イ  国が 推進 する ＳＤ Ｇｓ（ 持続 可能 な開 発目 標 ）と の関 連付 けや 、 

Ｓｏ ｃｉ ｅｔ ｙ５ .０等 の 新 しい 視点 を踏 まえ た構 成設 定及 び  

施策 等の 提案  

⑤館 山市 と南 房総 市の 定住 自立 圏構 想の 推進 に向 けた 基礎 資料 、協議  

資料 の調 製及 び 助 言等 の支 援  

 

（４ ）各 種会 議へ の参 加、 運営 支援 に 関 する こと  

 ① 館山 市総 合計 画審 議会 の運 営支 援  

  ・開 催時 期 や 議題 等、 会議 運営 に係 る提 案  

  ・資料 作成 、会議 への 出席、意 見の 取り まと め・分析、議事 録の 作  

   成  

※４ 回程 度の 開催 を予 定  

 ② 庁内 検討 会議 の運 営支 援  

  ・計 画策 定 のた めの 庁内 組織 であ る企 画審 議委 員会 等の 運営 を効 果  

的に 支援 する 。  

  ・開 催時 期 や 議題 等、 会議 運営 に係 る提 案  

  ・資料 作成 、会議 への 出席 、意 見の 取り まと め・分析 、議事 要旨 の  

   作 成  

※企 画審 議委 員会 等の 庁内 検討 会議 は、 ４回 程度 の開 催を 予定  

 

【令 和 ２ 年度 】  

（１ ）後 期基 本計 画の 策定 支援 に関 する こと  

 ① 後期 基本 計画 原案 の作 成支 援  

  ・計 画の 進捗 管理 に必 要と なる 達成 目標 ・指 標の 設定 支援  

  ・後 期基 本計 画 原 案の 検討  

  ・後 期基 本計 画 原 案の 取り まと め 、 修正  

  ・計 画の 進捗 管理 手法 の提 案  

 ② 後期 基本 計画 原案 に 対 する パブ リッ クコ メン トの 実施 支援  

  ・意 見の 取り まと め 、 意見 反映 の検 討  
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 ③ 基本 計画 書本 編及 び 概 要 版 の電 子デ ータ （Ｃ Ｄ－ Ｒ） の提 供  

  ・校 正作 業を 含む 。  

 

（２ ）第 ２期 総合 戦略 （改 訂版 ）の 策定 支援 に関 する こと  

 ① 後期 基本 計画 の内 容に より 、改 訂の 必要 性が 生じ た 場 合に 、所 要 の  

改訂 作業 の支 援  

 

（３ ）各 種会 議へ の参 加、 運営 支援 に関 する こと  

①館 山市 総合 計画 審議 会の 運営 支援  

  ・開 催時 期 や 議題 等 、 会議 運営 に 係 る提 案  

  ・資料 作成 、会議 への 出席、意 見の 取り まと め・分析、議事 録の 作  

   成  

  ※４ 回程 度の 開催 を予 定  

 ② 庁内 検討 会議 の運 営支 援  

  ・計 画策 定 のた めの 庁内 組織 であ る企 画審 議委 員会 等の 運営 を効 果  

的に 支援  

  ・開 催時 期 や 議題 等 、 会議 運営 に 係 る提 案  

  ・資料 作成 、会議 への 出席 、意 見の 取り まと め・分析 、議事 要旨 の  

   作 成  

  ※企 画審 議委 員会 等の 庁内 検討 会議 は、 ４回 程度 の開 催を 予定  

③地 区別 懇談 会（ まち づく り座 談会 ）の 運営 支援   

・後 期基 本計 画 原 案 に対 する 市民 意見 の聴 取の ため に実 施す る 地 区  

別懇 談会 の運 営を 効果 的に 支援  

・開 催時 期 や 議題 等、 会議 運営 に係 る提 案  

  ・資料 作成 、会議 への 出席、意 見の 取り まと め・分析、議事 録 の 作  

   成  

・地 区別 懇談 会 で 聴取 した 市民 意見 の反 映の 検討  

※４ 中学 校区 ごと に各 １～ ２回 程度 の開 催を 予定  

④館 山市 と南 房総 市の 定住 自立 圏構 想の 推進 に向 けた 基礎 資料 、協議  

資料 の調 製及 び助 言等 の支 援  
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９  成果 物  

本業 務に おい て作 成す る書 類に つい ては 以下 のと おり とし 、電 子デ

ータ の形 式や 納入 期限 等、詳細 につ い ては 契約 時に 本市 との 協議 の上

決定 する もの とす る。  

  なお 、人 口ビ ジョ ン（ 改訂 版）、 第２ 期総 合戦 略及 び 後 期基 本 計 画  

書（ 本編 ・ 概 要 版 ）の 印刷 ・製 本は 含ま ない 。  

後期 基本 計画 書（ 本編・概要 版）の 印刷・製本 につ い ては 別途 発注

する もの とす る 。  

 

基礎 調査 報告 書  Ａ４ 判  １式  

市民 意識 調査 結果 報告 書  Ａ４ 判  １式  

各種 会議 資料 及び 議事 録  Ａ４ 判  １式  

人口 ビジ ョン （改 訂版 ）  Ａ４ 判  １式  

第２ 期総 合戦 略  Ａ４ 判  １式  

後期 基本 計画 書 （ 本 編 ）  Ａ４ 判  １式 （１ ５０ ペー ジ程 度）  

後期 基本 計画 書 （ 概要 版 ）  Ａ４ 判  １式 （８ ペー ジ 程 度）  

上記 成果 物の 電子 デー タ  

 

ＣＤ －Ｒ  

※ 直 接 印 刷 が 可 能 な 解 像 度 の 完 成 原 稿

の Ｐ Ｄ Ｆ フ ァ イ ル 及 び 編 集 可 能 な 電 子

デー タ で 納入 する こと 。  

 

10 注意 事項  

（１）受託 者は 、館山 市個 人情 報保 護条 例を 遵守 し 、業務 上知 り得 た個

人情 報等 の秘 密を 他人 に漏 らし ては なら ない 。業 務終 了 後に おい て

も同 様と する 。  

（ ２ ） 成 果 物 の 所 有 権 、 著 作 権 、 利 用 権 は 本 市 に 帰 属 す る も の と す る 。 

（３）本業 務に よ り得 られ た成 果品 およ び資 料 、情 報 等は 、本市 の許 可

無く 他に 公表 、貸 与 、 使 用 、複 写 、 漏洩 をし ては なら ない 。  

（４ ）業 務完 了後 に 、受託 者の 責任 に帰 すべ き理 由に よる 成果 物の 不良

箇所 があ った 場合 は 、受託 者は 速や かに 必要 な訂 正 、補足 等の 措置

を行 うも のと し 、 これ に対 する 経費 は受 託者 の負 担と する 。  
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11 受託 者の 決定  

別紙「 第２ 期館 山 市ま ち・ひ と・し ごと 創生 総合 戦略 及び 後期 基本

計画 策定 支援 業務 委託 公募 型プ ロポ ーザ ル実 施要 領 」に 基づ き選 定し 、

契約 する 。  

 

12 事業 費限 度額 と支 払方 法  

（１ ）事 業費 限度 額  

令和 元 年 度   

６， ２４ ８ ， ００ ０円 （消 費税 及び 地方 消費 税 を 含む 。）  

令和 ２ 年 度  

４， ４３ ３ ， ００ ０円 （消 費税 及び 地方 消費 税を 含む 。）  

  合  計  

   １ ０， ６８ １ ， ００ ０円 （消 費税 及び 地方 消費 税を 含む 。）  

     

（２ ）支 払方 法  

  年度 ごと に 業 務完 了確 認 （ 検査 ） 後 に支 払う もの とす る。  

 

13 連絡 先  

  館山 市 総 合政 策部 企画 課 企 画係  

〒 294-8601 

千葉 県館 山市 北条 1145-1 

電  話： 0470-22-3163（直 通）  

ＦＡ Ｘ： 0470-23-3115 

E-Mail： kikakuka@city.tateyama.chiba.jp 

 

 

 

 

 

 

mailto:kikakuka@city.tateyama.chiba.jp
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参考 資料  

 

現段 階で の主 な 想 定ス ケジ ュー ル  

 

【令 和元 年度 】  

（１ ）総 合計 画審 議会 の開 催  

（２ ）庁 内検 討会 議（ 企画 審議 委員 会等 ）の 開催  

（３ ）基 礎調 査の 実施  

（４ ）第 １期 総 合 戦略 及び 前期 基本 計画 の検 証・ 総括  

（５ ）第 ２期 総合 戦略 及び 人口 ビジ ョン （改 訂版 ）の 素案 の検 討  

（６ ）第 ２期 総合 戦略 及び 人口 ビジ ョン （改 訂版 ）の 原案 の検 討  

（７）パブ リ ック コメ ント（ 第 ２期 総合 戦略 及び 人口 ビジ ョン（ 改 訂  

版））の 実施  

（８ ）市 民意 識調 査の 実施   

（９ ）後 期基 本計 画素 案の 検討  

 

【令 和２ 年度 】  

（１ ）総 合計 画審 議会 の開 催  

（２ ）庁 内検 討会 議（ 企画 審議 委員 会等 ）の 開催  

（３ ）地 区別 懇談 会（ まち づく り座 談会 ）の 開催  

（４ ） 後 期基 本計 画原 案の 検討  

（５ ）パ ブリ ック コメ ント （ 後 期基 本 計 画） の実 施  

（６ ）後 期基 本 計 画の 策定 （市 議会 全員 協議 会へ の説 明 ）  

 


